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● 井上さんの書籍紹介 

 

「病気になった時に読む がん闘病記 読書案内」 

闘病記専門古書店 パラメディカ ＋ 闘病記サイト ライフパレット 編 

三省堂 2010年 3月初版 

 

はじめに 

 はじめに 

 私も、自分ががんになるまでは、闘病記など読まなかった。千

葉敦子さんの「死への準備日記」を斜め読みしたことはあったが。

本書によると、がん患者さんの 95%が闘病記を読んでいる。 

2004年 2月 12日、右手首の腫れの原因ががんとわかった。その

日、整形外科の本を買って帰り、予後を知った。医師ならでの業

である。それから暇なときは本屋へ行き、闘病記を探した。求め

ていたのは、自分と同じ 40歳代で罹患し、なるべく自分と同じ軟

部腫瘍の患者さんの本である。さらに、がんが治っていることが

絶対条件であった。井村和清さんの「飛鳥へ、そしてまだ見ぬ子

へ」も読んだ。井村和清さんは医師で 30歳の時、右膝に線維肉腫

ができて右足を切断された。熟読したが亡くなられていたため、

本棚の奥にしまった。以前、紹介させていただいた、長尾宣子著

「燃えるがごとく、癌細胞を焼きつくす」も興味深く読んだが、上梓された 1 年後に亡くなられ

たことを知り、見えないところにしまった。手元に残ったのは、関原健夫著「がん六回 人生全

快 －現役バンカー16年の闘病記－」の一冊であった。 

 

本書の内容・感想 

 まず、本書の著者の１人である、「闘病記専門古書店 パラメディカ」について。この店の店長

は、星野史雄さんである。1998年 10月から、埼玉県の浦和駅前の雑居ビルの 1室で営まれている。

“オンライン古書店”としてインターネットで本のリストを提供、メールで注文を受けられてい

る（http://homepage3.nifty.com/paramedica/）。 

 奥様の光子さんが乳がんと診断されたのは、1993年の夏、40歳の時だった。左非定型的乳房切

断術を受けられたが、95 年暮れに肺への転移が判明し、左肺上葉切除術を受けられた。史雄さん

が情報収集係となられた。『妻の闘病をきっかけに思ったのは、どうして闘病記がみつけにくいか

ということだった。ある病気の全体像を把握するには、その病気にかかった人の手記がいちばん

参考になるはずだ。もちろん 100 人の患者さんがいれば 100 通りの闘病生活があり、治療法もさ

まざまだろう。でも何人かの患者さんの声を聞けば、必ずどこかに、その病がもたらすものの全

体像が見えてくるだろうと思った。』97年 1月奥様は亡くなられた。しばらくの間、自宅に遺骨を

置いたまま、唖然とされていたが、自分で読むために、古本屋での闘病記探しが始まった。闘病

記は絶版、自費出版が多いため、古本屋で探されたのである。 

 この経験がもとになり、「闘病記専門古書店 パラメディカ」が誕生した。『肺がんの闘病記ば

かり注文してきたのは、手術もできず在宅で往診を受けているというご老人だった。注文には「助

かった患者の闘病記は除いて送ってくれ」とあった。その方は末期の肺がんの患者さんの声を聞

くことにより、どのように死を迎えたらいいか、自分の気持ちを整理しようとしていたのだ。』こ

のように、同じ肺がんでも、進行度、性別、年代、子どもの有無等により、患者さんの求めてい
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る本は異なる。よって、星野さんは、入手した本はすべて目を通し、そして、性別・年齢などの

注、概要を付け、ホームページに掲載されている。その数は、がんに関するものだけで 1,100冊、

その他の闘病記などもあり、2,300冊に及ぶ。 

 

 次に。90 年代後半、“インターネット”という新しいメディアが登場した。さらに、2002 年、

ブログ(日々更新される日記的な Web サイト)が日本でも流行し今に至る。今では、携帯電話から

も簡単に更新でき、「ブログ闘病記」という言葉も生まれた。他方、「インターネットの情報は玉

石混淆」とも言われている。ちなみに、グーグルで「胃がん」を検索すると、183万件の情報にヒ

ットする。医学に関することだけだと、国立がん研究センターの「がん情報サービス」などから、

正確かつ新しい情報を得ることができるが、患者さんが求めていることは、治療法だけではない。

これらの声に応えるために生まれたのが、ライフパレット（http://lifepalette.jp/）である。

2008 年 3 月、杉山博幸さんと和田ちひろさんの手によって生まれた。患者支援のコミュニティサ

イトである。開設以来、月間 8万人を超える人々が訪問する。 

 

 本書は、前半に、がんの部位別に、「パラメディカ」「ライフパレット」お薦めの闘病記が簡単

な解説とともに紹介してある。書籍 40 冊、ブログ 30 冊。この中から、あなたが探している闘病

記が見つかるかもしれない。さらに、これを手がかりに、「パラメディカ」「ライフパレット」か

ら探していただければ、幸いである。後半は、闘病記の変遷などが俯瞰的にまとめられていて、

また、ライフパレットの誕生や運営指針、今後への展望などが書かれている。 

  

 最後に、著者からのメッセージ。 

 『闘病記もネット闘病記も、病気とどう向き合えばよいか、これからどう生きていけばよいか

という漠然とした不安に寄り添いながら、自分の答えを見つけるのに非常に有用である。あとに

なって「こんな闘病記もあったのか。あの時この闘病記があったら」とならないようにしたい。』 

 

追記 

 先日、「パラメディカ」をチェックすると、『店主入院につき、しばらく閉店します！』とあっ

た。星野史雄さんのことが心配である。 

会員 井上林太郎 

 

 


